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分野： 生命科学・医学系   キーワード： ＩｏＴ、ＡＩ、医療情報、歯学、治療用機器 

 ポイント 

■ 歯科診療の効率性や安全性をより向上させるには、まず診療中のあらゆる情報をデジタル化し蓄積し、

高速に分析するための基盤が必要 

■ 歯科診療において、ＩｏＴセンシングデータと膨大な診療中の映像を学習させた「歯科診療認識ＡＩチェ

アユニット」の開発をスタート 

■ 歯学部附属病院は、同大学で開発したＡＩとモリタ製作所が開発したＩｏＴセンシング付き歯科用チェア

ユニットとの統合を行い、５年以内に歯科診療ビッグデータ構築基盤の整備を目指す。 

 概要 

大阪大学 歯学部附属病院（病院長：村上伸也）、株

式会社モリタ（社長：森田晴夫）、株式会社モリタ製作

所（社長：塚本耕二）は、歯科診療におけるＩｏＴセンシ

ングデータと膨大な診療中の映像をＡＩにより学習さ

せた「歯科診療認識ＡＩチェアユニット」の開発をスター

トします。 

将来的には「歯科診療認識ＡＩチェアユニット」を普

及させ、世界中の歯科診療状況をモニタリングしたビ

ッグデータを集積し解析することにより、診療の効率

化と医療安全向上の両立を目指します。 

本構想について、３月２６日（木）1１時から大阪大学

歯学部附属病院（吹田キャンパス）にて記者発表を行

います。是非ともご取材くださいますよう、よろしく

お願いいたします。 

 

 研究の背景 

昨今の歯科医療では、医療情報を安心・安全な形で再利用（二次利用）し、社会的課題の解決に役立つ新しい

医療サービスを生み出そうとする動きが活発化しています。特に医科領域では、ＩｏＴやＡＩなどの情報技術を用

いた疾患の予防・診断システムの開発が医療施設と企業との連携によって急ピッチで進められています。一方

歯科領域では、超高齢社会化への対応や多様性の受容などの社会的課題に対応する歯科医療の重要性が高ま

っているものの、課題解決に利用できる歯科診療状況を俯瞰するために必要となるデータの蓄積が十分にな

されていません。 

この現状に対して大阪大学歯学部附属病院は、株式会社モリタ、株式会社モリタ製作所との産学連携により、

 
図１ 

ＩｏＴ化された歯科用チェアが臨床現場からあらゆる事象を

センシングし、歯科診療状況が克明にデータとして蓄積可能 

歯科診療ビッグデータ構築基盤の運用開始 
【記者発表：３月２６日（木）１１時～@歯学部附属病院セミナー室・特別診察室（吹田キャンパス）】 

※ 本件に関する報道につきましては、 
記者発表終了後の ３月２６日（木）正午 までお控えくだ 
さいますようお願いいたします。 



                         

 

 

歯科医療と情報機械技術の融合による歯科診療状況データの蓄積と利活用を行い、診療の効率化と安全性の

向上の両立を目指します。その具体的な試みとして、あらゆる歯科診療中の出来事を克明に記録可能な「歯科

診療認識ＡＩチェアユニット」を開発し、得られるデータから自動的にカルテを作成し、診療の効率化を図ると同

時に、患者の状態を見守ることにより、とっさの異常に対応する等の医療安全向上を目指します。 

 

 本研究成果が社会に与える影響（本研究成果の意義） 

「歯科診療認識ＡＩチェアユニット」は、独自のセンシング技術によりカメラやチェアなどのＩｏＴデバイスを介し

て収集されたデータ（例えば歯科用チェアユニット背もたれの角度やインスツルメントの使用状況といった情報）

を用いて、歯科診療ビッグデータ構築基盤上で開発されたＡＩにより、リアルタイムに計算・解析処理を行い、よ

り安全で効率的な歯科診療を支援する新世代の歯科用チェアユニットシステムです。現在、大阪大学歯学部附

属病院では、歯科処置におけるプロセスをＡＩが認識し、様々な歯科処置（う蝕や根管処置等）内容を自動で推

定する取り組みが行われています。このＡＩは、ＩｏＴセンシング機能を持つ新型歯科用チェアユニットから得られ

るセンシングデータを取り込んで機能拡充と精度向上が行われる予定です。これらの取り組みによって、より安

全で効率的な歯科診療技術（診療時間の短縮）と、患者様に最適な診療の提供を実現します。 

村上病院長は「モリタグループとの歯科診療認識ＡＩチェアユニットの開発は、未来の歯科医療を提案するこ

とに繋がると考えています。このシステムを活用する日がくれば、日本の超高齢社会や多様性の社会に適応し

た歯科医療が提供できると考えています。」と述べています。 

 

なお、本構想は、株式会社モリタと株式会社モリタ製作所との共同研究の一環として推進されます。 

 

 用語説明 

※1 AI  

    人工知能（Artificial Intelligence）、コンピューターに人間と同様の知能をもたせたもの 

※2 IoT 

    様々なモノをインターネットにつなぎ、それらのモノが人手を介さずに通信すること 

 

 

 

 記者発表のお知らせ 

本件に関して、３月２６日（木）１１：００から大阪大学歯学部附属病院セミナー室・特別診察室（吹田キャン

パス）にて記者発表を行います。是非とも取材方よろしくお願い申し上げます。 

 ※会場設営の関係上、３月２４日（火）までに別紙取材連絡票を、FAXまたは Emailで送付願います。 

 

発表者： 

スケジュール：１１時００分～研究内容報告（スライドを用いてご説明します。） 

         １１時３０分～デモ（実際にチェアユニットのデモを行います。） 

 



                         

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本件に関する問い合わせ先 

 大阪大学歯学部附属病院 医療情報室 室長（兼）准教授 野崎 一徳（のざき かずのり） 

TEL：06-6879-2427 

E-mail: knozaki@dent.osaka-u.ac.jp 

 

株式会社モリタ マーケティング戦略部 川久保 圭剛 (かわくぼ よしたけ) 

TEL：06-6380-5231 

E-mail: yoshitakekawakubo@morita.com 

 

株式会社モリタ製作所 技術開発部 奥村 大（おくむら まさる） 

TEL:075-611-2141 

E-mail: m-okumura@jmorita-mfg.co.jp 

 

 

mailto:knozaki@dent.osaka-u.ac.jp
tel:075-611-2141
mailto:m-okumura@jmorita-mfg.co.jp


                         

 

 

（別 紙） 

 

大阪大学歯学部附属病院 医療情報室 野崎 一徳  行 

（FAX：０６－６８７９－２８３２、E-mail：his_core@mll.dent.osaka-u.ac.jp） 

 

 

 

歯科診療ビッグデータ構築基盤の運用開始 

「歯科診療認識ＡＩチェアユニット」 
 

【記者発表：３月２６日（木）１１時～】 

大阪大学歯学部附属病院 E棟２階 

セミナー室・特別診察室（吹田キャンパス） 

 取材連絡票  

 

３月２４日（火）までにご返送をお願いいたします。 

 

 

氏 名 

その他   名 

貴 社 名 
 

テレビカメラ        あり        なし    （いずれかに○） 

連 絡 先 
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